
砂防事業による効果 （ 桜島 野尻川砂防堰堤群 ）

※本資料の数値は速報値及び暫定値であるため、今後の調査結果等で変わる可能性があります。

速報値
令和６年８月

さくらじま のじり

鹿児島県
宮崎県

桜島

桜島 野尻川砂防堰堤群

災害発生日  ：令和６年８月２８日

降雨状況   ：連続雨量 ２６５mm（８月２７日22時～２９日11時）

  時間最大雨量 ３８mm（８月２８日20時～２８日21時）

※野尻川雨量観測所

発生箇所 ：鹿児島県鹿児島市野尻町野尻

発生状況 ：砂防堰堤等の整備が完了し、国による管理を行っている野尻川におい

て、台風第10号に伴う大雨により土石流が発生したが、上流の砂防堰

堤や床固工、そして下流の渓流保全工が効果を発揮し、土石流が川か

ら溢れ出ないように、流路内を通って海まで安全に流下させ下流地区

への被害を未然に防止。

位置図

野尻橋

土砂災害警戒区域
保全人家戸数 ２６戸
（公共的建物含む）

【参考】S58 野尻橋で氾濫した土石流
（渓流保全工整備前）

渓流保全工の整備ｲﾒｰｼﾞ

土石流発生時
（R6.8.28撮影）

【土石流発生前】

流路断面を大きくして、
土石流を安全に流下

野尻橋

渓流保全工
(土石流を安全に流下)

野尻川砂防堰堤群

全景

土石流は整備後の
流路内を安全に流下

野尻橋
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被害解消

【土石流発生後」】

上流：砂防堰堤・床固工
(土石流を一部捕捉・抑制)
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